
1 

 

2 0 2 5 年 度  第 2 回 適 性 検 査 型 試 験  適 性 Ⅱ 模 範 解 答  

 

１  

〔 問 題 １ 〕  ２ ８ ． ５ ｃ ｍ  

（ ５ ×５ ×３ . １ ４ ） － （ １ ０ ×１ ０ ÷２ ） ＝ ７ ８ .５ － ５ ０ か ら

求 め ら れ る 。  

 

〔 問 題 ２ 〕円 の面 積 を求 めるには図 の太 線 の

正 方 形 を 考 え る と 、 こ の 正 方 形 の 面 積 は （ 半

径 ） × （ 半 径 ） と 同 じで 、 １ ２ × １ ２ の正 方 形 の半

分 で あ る こ と も わ か る ね 。 太 線 の 正 方 形 の 面

積 は 、 １ ２ × １ ２ ÷ ２ ＝ ７ ２ ｃ ｍ ² と な る ね 。 こ れ が円

の （ 半 径 ） × （ 半 径 ） と 同 じ だ か ら 、 円 の面 積 は

７ ２ × ３ ． １ ４ ＝ ２ ２ ６ ． ０ ８ ｃ ｍ ² と 求 め ら れ る こ と に

な る ね 。 斜 線 部 分 は 、 こ れ か ら １ 辺 が １ ２ ｃ ｍ の

正 方 形 の 面 積 を ひ く こ と に な る の で 、       

２ ２ ６ ． ０ ８ － １ ２ × １ ２ ＝ ８ ２ ． ０ ８ ｃ ｍ ² だね 。  

２   

〔 問 題 １ 〕 1 0 代 から 4 0 代 まではネ ッ ト を多 く利 用 し 、 5 0 代 と 6 0 代 はテレ ビ

の利 用 が多 い 。  

〔 問 題 ２ 〕 減 少 し て い く 。 今 後 、 日 本 の人 口 が減 っ て い く こ と か ら 、 細 分 化 さ

れ ていた地 方 公 共 団 体 を一 定 数 に ま と め る こ と で 、 経 費 の削 減 を

はかるため 。  

〔 問 題 ３ 〕 有 権 者 数 が 1 1 5 3 万 人 の場 合 、必 要 な署 名 数 は以 下 の とおりで

ある 。  
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・ 8 0 万 人 を超 える 1 0 7 3 万 人 部 分  

： 1 0 7 3 万  ×  1 / 8  =  約 1 3 4 . 1 2 5 万  

・ 4 0 万 人 を超 える 4 0 万 人 部 分  

： 4 0 万  ×  1 / 6  =  約 6 . 6 7 万  

・ 最 初 の 4 0 万 人 部 分  

： 4 0 万  ×  1 / 3  =  約 1 3 . 3 3 万  

合 計 する と 、約 1 5 4 . 1 2 5 万 。 よ って 、 約 １ ５ ４ 万 人 の署 名 が必 要 となる 。  

 

３  

〔 問 題 １ 〕  

2 0 0 ｇ のお も り は支 点 から ４ マスのと こ ろにあるので 、 「 左 回 り の力 」 は ２ ０ ０ × ４

で ８ ０ ０ ね 。 ４ ０ ０ ｇ の お も り は 「 右 回 り の力 」 に な ら ない といけない から 、 ８ ０ ０ ÷ ４

０ ０ ＝ ２ で支 点 から右 に ２ マスのと ころね 。 と こ ろで 、 １ マスは ２ ｃ ｍ だから 、答 えは

支 点 から右 に ４ ｃ ｍ  

〔 問 題 ２ 〕  

８ ０ ０ ｇ の お も り が 「 左 回 り の力 」 に な っ ている け れど 、 その大 き さは 、 ２ × ８ ０ ０ で

１ ６ ０ ０ 。 棒 の重 さは 「 右 回 り の力 」 に な っ て いて 、 そ の大 き さ は ２ × ２ ０ ０ で ４ ０ ０ 。

残 り の １ ６ ０ ０ － ４ ０ ０ ＝ １ ２ ０ ０ が お も り Ｃ の 「 右 回 り の力 」 で 、 支 点 か らの き ょ り

は ８ マスだから 、 １ ２ ０ ０ ÷ ８ ＝ １ ５ ０ ｇ  

〔 問 題 ３ 〕  

問 題 文 の図 ５ を見 る と 、支 点 から 「 あ 」 ま でのき ょ り の方 が 、支 点 から 「 い 」 ま で

の き ょ り よ り も 長 い 。 支 点 か らの き ょ り が 、 長 い 方 が軽 く 、 短 い 方 が重 い 。 し た

がって 、 「 あ 」 の方 が 「 い 」 よ り も軽 いとわかる 。                 以 上  


